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　それでは、よろしくお願いします。宇検村は
とても小さい村です。人口も1,700人を切るぐら
いの規模の小さな村なんですけれども、それぞ
れ、各自治体もそうであるように、宇検村も教
育行政の基本目標というのがあります。「ふる
さとを愛し　未来へはばたく　心豊かで　たく
ましい人づくり」、この目標に向かって、私た
ち教育委員会のメンバーは、日々、仕事をして
いるところです。
　宇検村には、小学校４校、中学校４校、合
わせて８つの学校があります。ただし、宇検
村の場合は、小中併設校といって、同じ敷地の
中に小学校と中学校が建っている学校が３つ
あります。ですので、学校の数としては、５つ
ということになります。小さい学校で言うと、
名柄小中学校は子どもの数が、ちょうど今、転
入生が１人来て、10人です。宇検村で一番大き
い学校であっても、田検小学校という学校が、
児童数49名ということで、ここも宇検村の中で
は一番大きいんですけれども、複式学級といっ
て、一つの教室に二つの学年が入って授業を
行っている、そういう学級のある学校です。そ
ういうところがとっても多いです。
　宇検村はどんなところですかと聞かれたとき
に、ここに来て４年目になるんですけれども、
私は、宇検村はとても平和な村と思っていま
す。どう平和なのかといいますと、例えば、教
育委員会の入り口ですけれども、本当は自動ド
アなんですが、いつも自動ドアになっていると
ころを私は見たことがありません。自分で、手
で開けなければいけないんですね。なぜ手で開

けるのかなと私なりに考えてみると、恐らく電
気をなるべく使わずに、環境のことにも配慮し
ているのかなと思っています。ですので、ここ
で昼ご飯食べるときなんかは、部屋の電気も消
して食べるんですね。なるべく節電とかそうい
うのにも、心掛けようというような意識のある
村です。

湯湾岳を流れる川

湯湾岳公園から望む焼内湾

　他にも、平和だなと思うところがいくつかあ
るんですけれども、よく平和の象徴というとこ
ろでは、ハトが挙げられますけれども、宇検村
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にはハトはいません。いないんですけれども、
最近の新聞に載った記事がありますが、サシバ
という鳥がやってくるんですね。それの観察会
に、宇検村内の家族、子どもたち、50人近く集
まったというような新聞記事があります。こう
いう鳥を観察して、大事にしていこうね、守っ
ていこうねというような活動にも、宇検村の
児童生徒、全部で合わせて120人ちょっとなの
で、その中でも多くの子どもたち、家族が参加
する。そういうところでも、平和な村だなと感
じています。宇検村、「サシバが渡ってくる村」
です。
　他にも、平和の祭典といったら、オリンピッ
クなどがありますけれども、宇検村でも村民体
育大会という行事が盛大に行われます。今年、
去年はコロナの関係でできなかったんですけれ
ども、いつもであるとやっています。私が４
年前に初めて参加したときにびっくりしたの
が、ちゃんと聖火がともっていることです。こ
の小さい規模の宇検村の体育大会で、聖火リ
レーのようなものが行われて、実際に火をとも
して、体育大会を行うという、すごく平和を意
識した村なのかなと思っているところです。
　他にも、私、ビートルズが大好きなんですけ
れども、ビートルズのメンバーが、あるインタ
ビューで、「あなたたちは反戦の歌、戦争に反
対するような歌とかは作らないんですか」と聞
かれたことがあったんですね。そのときにメン
バーは、「俺たちの歌は、全部反戦歌だ」とい
うように答えています。では、宇検村ではどう
なのか。宇検村で歌を歌うといったら、教育長
なんですけれども、非常に島唄を愛しておりま
す。教育長は、よく自己紹介で「みょうじはむ
らので、なまえはみよじ。村野巳代治です」と、
研修会とか、重たい雰囲気の会議のときに言う
んですね。そうすると、みんな、くすっと笑っ
て非常に穏やかな気持ちで、その後の会議が進
んでいく。そういう意味で、教育長自ら、平和
を体現している、そういう村だなと思っていま
す。

　教育委員会には中庭があります。ここで冬瓜
を教育長が育てているんです。冬瓜という植物
は、食べることができるんですね。こういうの
を中庭で育て、そして、一生懸命仕事をしてい
る職員に分けてくれる。そういう村です。「働
き者は冬瓜をもらえる村」なんですね。
　私は、指導主事という仕事をしています。指
導主事には、大体、学校教育に係るさまざまな
業務があります。３つ挙げますけれども、学
力向上。その子どもたちの学力を高めるために
は、教職員の資質の向上。そして、いろいろな
調査の集計とか報告とか、例えば、学校が人権
同和教育にどういう取り組みをしていますかと
か、最近、業務改善といわれて、残業がどれぐ
らいですかとか、そういう調査なども、私が村
内の学校の教職員の集計をして県に報告してい
る、そんな仕事があります。
　一言で、私の仕事は何かなと言うと、教育長
が望むことをできるだけ叶えるということなの
かなと思っています。教育長は、こうしたい、
ああしたい、もっと小学校の学力を高めてほし
いとか、いろいろ思ったりするわけです。そう
いうのを一つ一つ叶えていったり、また、教育
長などが、例えば、先ほどのドアなんですけれ
ども、なぜ左側だけ押して開けると、同時に右
も開くのかなと疑問を持ったりします。そこ
で、私に尋ねられるんですね。ぱっと答えるこ
とができません。こういうときに、どうして右
も左も片方を押すだけで、もう片方が開くのか
というのを調べて、教育長にこういう仕組みみ
たいですよというようなことを伝える。そんな
こともしています。
　宇検村教育委員会は、いろんな取り組みして
いるんですけれども、例えば、宇検村の文化財
とか遺跡、そういうのを学校の教職員に研修し
てもらうような研修会もしています。バス停、
ブラジル橋、対馬丸記念碑などがありますけれ
ども、お墓なんかも見て回ります。宇検村にな
ぜブラジルという橋があるのかというと、宇検
村からブラジルに移民をして渡っていった人た
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ちがたくさんいるんですね。そういう人たちと
の関係でできた橋がある、そういったことなど
を教職員に伝えて、それを基に、また地域のこ
とを子どもたちに学ばせてほしい、そういうこ
とでしている事業です。
　親子茶道教室というものあります。この親子
茶道教室なども、子どもたちがマナーをしっか
り身に付けるとか、あるいは文化の継承、そう
いったことも含めて、取り組んでいる事業で
す。テーブルマナー教室ということもしていま
す。宇検村の子どもたちは、高校生に上がると
きには、親元を離れて生活をするようになる子
どもが多いです。なぜなら、宇検村には高校が
ないんですね。近い高校に行くにも１時間近
くかかるので、それだと朝、間に合わなかった
りする。そういうことで、もう下宿をするとい
う子どもが多いです。そういう子どもたちが社
会に出たときに、恥ずかしい思いをしなくてい
いように、フォークやスプーンの使い方、ナイ
フの使い方、食事の作法、そういったものを学
ばせる機会として、中学校３年生に実施して
いるところです。
　宇検村では、給食費は無料ということになっ
ています。子どもたちが、あるいは親が、給
食費を払うことはありません。子どもたちに
は、年間、小学生では３万8,000円、中学生に
は４万2,000円、全員に補助している事業にな
ります。すくすく食べて大きくなってほしいと
いうそういう願いもあります。ちょうど１年
ぐらい前に、宇検村内も日本中もでしたけれど
も、学校が休校になりましたね。そのときにも、
子どもたちには授業はしないんだけれども、親
が働きに行ってる家庭も多いので、給食だけ食
べに来ていいですよというような開放もしまし
た。

テーブルマナー教室

英語ショートスピーチ・弁論大会

　最近、英語教育も非常に力を入れなければな
らないということで、英検を受験するお金を
宇検村で払っている、そういう事業もしてい
ます。ここ２年ぐらいでも、小学生も受けら
れるようにして、まだまだ５級とか４級とか、
ちょっとずつなんですけれども、小学生・中学
生が少しずつでも、英検も受けて自信を付けて
ほしいなと思って取り組んでいます。
　対馬丸交流会というのも行っています。太平
洋戦争の末期に、沖縄から疎開するための船が
出たんですね。ところが、アメリカの潜水艦に
見つかってしまって、途中で撃沈されてしまう
んですね。そこで流れついた遺体とか、あるい
は、数少ない生存者の面倒を見てあげた。そう
いうことがあって、沖縄県との交流がここ３、
４年、始まっているところです。これは、沖
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縄県の親子で40人ぐらい人がやってきて、宇検
村内の小中学生と交流をする、そういう事業に
なっています。
　先ほど、教職員の資質向上という話もしまし
たけれども、先生方を集めての学習会、こう
いったこともしています。複式の指導法、国語
の指導法、最近、タブレットなども出てきてい
ますので、ICTの利活用講座など、いろいろな
ものをしています。人数はニーズが高ければ多
いし、少ないときには４人とか、そういう中
で研修会をすることもあります。
　子どもたちに表現力を高めてほしいなという
思いから、作文教室なども開いています。夏休
みの宿題で、皆さんも作文とか出たことがある
んじゃないかなと思うんですけれども、子ども
たちだけではなかなか書けない。そこで、希望
する人には集まってもらって、このような形で
グループごとに教員が付いて指導を行う。作文
を仕上げるところまではいかないですけれど
も、テーマを決めたり、途中まで書いたりと、
そういった講座になっています。子どもたちの
参加もあるんですけれども、教職員に作文の書
き方の指導を覚えてもらうという意味で、私の
方で教職員も集めているところです。
　交流事業ということで、宮城県にある七ヶ宿
町というところと交流を行っています。夏は、

宇検村に七ヶ宿町の子どもたちに来てもらっ
て、海でのレジャーを楽しんでもらう。逆に、
冬には、宇検村の小学校６年生の子どもたち
が、宮城県七ヶ宿に行って、スキーをさせても
らう。なかなか宇検村の子どもたちは、雪を見
るという機会がないので、行くと非常に楽しい
思いをして帰ってくることができています。子
どもたちはスキーを覚えるのも非常に早くて、
引率の大人の私たちの方が、なかなかスキーが
上達しません。子どもたちはすいすい滑れるよ
うになります。
　その他の事業ということで、タグラグビーと
か、染め物の教室であるとか、そういったこと
もしています。今年、奄美大島など、この辺り
のところが世界自然遺産に登録をされるという
ことで、本年度から、環境学習世界遺産博士講
座というものも開始しました。宇検村に住んで
いる貴重な生物に触れ合ったり、琉球藍を探し
てみたり、そういったことを通して、子どもた
ちがこの宇検村、奄美大島、その自然にもっと
もっと興味を持ってほしい、そういった思いか
ら始めている講座です。
　大まかに、宇検村の教育委員会でどういうこ
とをしていますよという話をさせていただきま
した。以上です。


